
 

                             

■稲沢市議選立候補予定者説明会開催 

 ８月１１日に９月１８日告示、同２５日投開票の稲沢市

議会議員選挙の立候補予定者説明会が勤労福祉会館で開

催されました。当日は３８陣営が参加、出席者は表の通り

です。【受付順を元に地区別に整理、敬称略、○は現職、数字は期数】 

 前回の選挙は旧稲沢市定数 24、旧祖父江町 6、旧平和

町 4 の合計 34 でした。出席者の中では旧稲沢市の現職

24 人のうち 16 人が出席、新人は 10 人、旧祖父江町は

現職 6人のみ、旧平和町は現職 2 人、新人 4人で、全体

では合併後の新稲沢市全域で３０となる定数に対し現職

24 人、新人 14人となります。参加者の中には検討中も

あり、また未参加の現職も態度を決めていない方もあるよ

うで、その他、名前の挙がっていた方もあり 18日の告示

日まで流動的です。山積する稲沢市の課題を積極的に議論

するよう期待します。 

●安心社会へ向けて 

･･･少子高齢化への対応、期待と不安の新市民病院等 

 

 

 

 

 

 

●社会基盤(東西幹線道路)整備等 

 ･･･稲沢西春線完成後の渋滞対策、新市建設計画の実現 

 (合併効果)、鉄道高架、規制緩和(地域活性化)等 

 

 

 

 

 

 

●防災対策と地域力ＵＰ 

 ･･･３連動地震への対応、集中豪雨対策、新しい公共等 

●環境の世紀 

 ･･･緑の街いなざわ、循環型社会の確立等 

●政治倫理の確立と議会改革 

 ･･･贈収賄の再発防止、議会基本条例、議員定数等 

 

 

 

 

 

地区 110701 人口 説明会出席者 備考 

稲沢 24,152  大津丈敏 

①内藤悦雄 

④野々部尚昭 

 木全信明 

①遠藤 明(民主) 

 向嶋政雄 

●加賀盛勝 

 

 

●坂上国弘 

小正地区から転入 

 

●安井利彦(公明) 

小正 21,748 ②星野俊次 

①六鹿順二 

 川崎 務 

⑤渡辺幸保(共産) 

 

下津 9,246  東野靖道 

②杤本敏子(公明) 

 寺澤義人 

●玉田欽也 

小正地区から転入 

 

●茶原孝子(共産) 

明治 13,907 ②杉山茂和 

 山田明子 

④桜木琢磨 

 

 

 

●箕浦敬夫 

千代田 8,040 ②山田一己 

③今井公平 

 

大里西 12,330 ①平田光成 

 内藤晶仁 

 伊東あけみ 

①木村喜信 

①魚住 明 

 

 

 

 

 

●仙石稔、正村洋右 

大里東 11,034 ②加藤錠司郎 

 加藤孝秋(公明) 

②長屋宗正 

 

祖父江 22,185 ②栗田文雄 

②渡辺 菱 

②河合正剛 

②野村英治 

①網倉信太郎 

②曽我部博隆(共産) 

 

平和 12,919 
 
 平野寛和 

②出口勝実 

 鈴木康之 

②服部 猛 

 梶浦祐樹 

 永井重徳 

 

 

 

 

 

 

●山田武夫、恒川宣彦 
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前 回 (2007.9.23)
の投票率は 
稲沢  58.64％
祖父江 71.08％
平和  68.09％
でした。 



■重点事業等調査研究会 
例年行われる民主党重点事業等調査研究会が 8月9日から 4

日間にわたり開催、ヒアリング項目は以下の通りです。 

知事政策局・総務部 

県財政の状況/行財政改革の推進/県民税１０％減税/東三河

県庁/マニフェストの推進/電力・エネルギー対策 

県民生活部・防災局 

地域安全新３か年戦略/トリエンナーレ 2013及び関連事業/ 

東日本大震災における愛知県の被災地域への支援対策/地震防災対策の見直し 

農林水産部 福島第一原発事故による本県農林水産業への影響/有害獣による農作物の被害と対策 

建設部関係 主要幹線道路整備/主要河川の整備等 

健康福祉部・病院事業庁 あいち健康福祉ビジョンの推進/地域医療再生計画の実施状況/心身障害

者コロニー再編計画の推進状況/県立病院経営中期計画の取組状況 

産業労働部 経済・雇用情勢と景気・雇用対策/中小企業対策/次世代成長産業の育成・振興/観光振興 

企業庁関係 用地造成事業（内陸地区）の進捗状況 

警察本部 犯罪の抑止/交通死亡事故の抑止/弘道会を中心とした暴力団の壊滅に向けた対策の強化 

教育委員会 キャリア教育の推進  地域振興部 リニア中央新幹線/県営名古屋空港 

環境部関係 ＣＯＰ１０の成果継承/新たな地球温暖化防止戦略の策定 
 

■自治体政策フォーラム・愛知 夏季セミナー 
8 月 22，23 日の両日、民主党県連が主催する自治体政策フォーラム・愛知の夏季セミナーが開

催されました。最初に名古屋港管理組合の港務艇で、高潮防波堤(鍋田―中央―知多)、堀川口防潮水

門、耐震強化バース、浮体式防災基地(ミニフロート)等を視察の後、4 講義を受講しました。 

１．議員視点の改革から住民視点の改革へ 竹下譲拓殖大学地方政治センター長 

 議会改革は受け身の改革であってはならない。議会基本条例や通年議会など議会の自主的な改革で

は何も変わらないし住民も評価しない。議会改革の方向は住民の代表として首長と闘うことで、分か

りやすく、面白く、地域の問題点を議論するなど住民に評価される議会への変革である。 

２．大阪維新と大阪都構想―その背景と実現への課題 上山信一慶応義塾大学教授 

 大阪府・市とも改革が必要という意識はあったが、現在の状況

では平松市長はボチボチ派で橋下府知事は短期間で身の丈の改革

をやり遂げたように一気呵成。ＷＴＣ問題では意気投合した二人

だが水道事業から？で、大阪市を９～１０の特別区に解体し二重

行政を無くす都構想で決裂の状況。愛知の改革は身の丈の改革レ

ベル、大阪は民営化に代表されるように構造改革のレベルにある。 

３．エネルギー・産業政策と自治体 細川昌彦中部大学教授 

 震災後直面する３大課題は①円高の進行で韓国産などが大量入荷②電力供給問題③サプライチェー

ンの脆弱性等からかつてない空洞化の危機。再生エネ法はよいが買取価格設定が問題、スマートシテ

ィの海外展開へ期待。シンガポールのバイオメディカル国家戦略は世界の研究者を集め企業が集積等。 

４．今、東海・東南海地震をどう想定するか 山岡耕春名大ｾﾝﾀｰ長 

 東日本大震災ではプレート境界面の先端でも滑りが起きて大津

波が発生。ハザードマップとの違いも問題に。事前対策が重要。 

 

 

 

 

 

 

失われた１０年が２０年となり閉塞感が                          蔓延する中、政権交代させて頂きま

した。震災、円高と未曾有の国難のなか明日(２９日)には後のない３度目の正直の首相が決まります。謙虚さを忘れず一意専心、熟慮

断行、不撓不屈で国民の幸せを！私たち地方議員も 未来へつづくまちづくりへ 一生懸命働きます。 愛知県議会議員 鈴木じゅん 

●今年の稲沢夏まつりは東日本大震災支援ブースを担当、稲沢市キャンペーンレディの皆さんに応援に来て頂きました。 

 
全国以下の〝大・大阪〟の県民所得 

大阪問題 １人当たり県民所得の推移 

大阪府 

愛知県 

東京都 

全県計 

９月８日稲沢市議会 9 月定例会閉会 

18 日稲沢市議選告示 

19 日長寿祈願祭・敬老式 

20 日愛知県議会 9 月定例会開会 

25 日稲沢市議選投開票 

3公園の愛称大募集 
 

      ●木曽三川公園ワイルドネイチャープラザ(国) 
 
 
 
●祖父江ワイルド 

ネーチャー緑地(市)        
  

      詳細は県・市ＨＰで ●木曽川祖父江緑地(県) 
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失われた１０年が                         ２０年となり閉塞感が蔓延する中の

政権交代。震災、円高と未曾有の国難のなか３度目の正直の首相に野田氏が決まりました。謙虚さを忘れず不

撓不屈で！私たち地方議員も 未来へつづくまちづくりへ 一生懸命働きます。愛知県議会議員 鈴木じゅん 
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      ●木曽三川公園ワイルドネイチャープラザ(国) 
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ネーチャー緑地(市)        
  

      詳細は県・市ＨＰで ●木曽川祖父江緑地(県) 

９月８日稲沢市議会 9 月定例会閉会 

18 日市議選告示 19 日敬老式 

20 日県議会開会 25 日市議選投開票 

 

 

 

 

 

 
 
ＮＯＤＡ     ＳＵＺＵＫＩ ●岡本代議士のパーティーで野田佳彦財務大臣(当時)と 

‘大’大阪のワースト 1  
・刑法犯発生率 
・強盗発生率 
・覚せい剤事件発生率 
・生活保護受給世帯 
・離婚率 
・ホームレス(総数) 


